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今そこにあるオープンアクセス  Clear and present Open Access  
 






























 欧米の OA 政策については、ハイブリッドモデルやエンバーゴの設定が許容されている
ので、図書館が雑誌キャンセルに向かう可能性は低く、打撃にはならない。それどころか、
論文加工料(APC)補助によってさらなる利益を得る可能性さえある。そもそも OA の目標
（どういう問題を解決するのか）というのが人によって異なり、これでは何も達成できない
だろう、といった指摘もあって OA推進論者には耳が痛い。 
 もちろんエルゼビア社も完全に安泰というわけではない。アスペシが指摘するリスクは
二つある。図書館全体の予算に対して資料購入費の伸びが大きく、再び予算削減となる恐れ
があることと、ハイブリッドモデルでの APCと購読料の二重取り批判が高まる可能性があ
ることである。 
 投資という観点からの冷徹な分析で非常に興味深かったのだが、英米のメーリングリス
トではほとんど反響がなかった（フランスではあった）。これも気になるところである。 
 
